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大
妻
国
文

第
位
号

二
O
一
一
年
三
月

成
城
小
学
校
『
児
童
文
集
む
さ
し
野
』

第
四
輯
に
つ
い
て

｜
｜
背
景
と
し
て
の
戦
時
下
－
｜
｜

熊

木

哲

発
行
所
を
「
成
城
小
学
校
」
と
す
る
「
児
童
文
集
」
第
四
輯
「
む
さ
し
野
」
は
、
昭
和
十
五
年
三
月
十
二
日
を
発
行
日
付
と
し
て
い
る
。

表
紙
表
題
は
何
れ
も
横
組
で
、
「
む
さ
し
野
」
の
下
に
「
児
童
文
集
」
、
そ
の
下
に
「
第
四
輯
」
。
背
表
紙
に
は
「
成
城
小
学
校
」
と
あ
る
の

み。
中
表
紙
も
横
組
で
あ
る
が
、
「
児
童
文
集
」
の
下
に
「
む
さ
し
野
」
、
そ
の
下
に
「
第
四
輯
」
と
あ
り
、
更
に
そ
の
下
に
「
紀
二
六

O
O年」

と
あ
る
。
「
紀
」
は
「
皇
紀
」
の
調
。
聞
に
縄
眺
び
の
少
女
の
イ
ラ
ス
ト
を
は
さ
み
、
下
部
に
「
成
城
小
学
校
」
と
あ
り
、
奥
付
の
編
集
兼
発

行
者
は
「
銅
直
勇
」
。
成
城
小
学
校
校
長
で
あ
り
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
就
任
（
『
成
城
学
園
五
十
年
史
』
）
。
発
行
所
は
、
「
東
京
市
世
田

谷
区
祖
師
谷
二
丁
目
成
城
小
学
校
」
。
定
価
の
表
記
は
な
く
、
発
売
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

大
き
さ
は
、
縦
一
一
一

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
A
5
版
、
全
一

O
五
ペ
ー
ジ
。

以
下
、
引
用
に
際
し
て
、
作
者
名
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
記
し
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
適
宜
改
行
を
改
め
た
。

成
城
小
学
校
『
児
童
文
集

む
さ
し
野
』
第
四
輯
に
つ
い
て

八
九



九
0 

『
児
童
文
集

む
さ
し
野
』
第
四
輯
の
性
格
と
構
成

こ
の
文
集
の
性
格
は
、
「
あ
と
が
き
」
（
一

O
五
頁
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

.... 

こ
の

「
む
さ
し
野
」
第
四
輯
に
は
、
今
ま
で
の
第
一
輯
か
ら
第
三
輯
ま
で
に
出
な
か
っ
た
人
の
作
品
が
載
っ
て
ゐ
ま
す
。
こ
れ
で

四
年
以
上
の
人
は
、
全
部
一
度
づ
』
作
品
が
載
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

.... 

こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
前
に
載
っ
た
の
が
よ
い
作
品
で
、
後
の
が
そ
れ
よ
り
劣
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

一
度
に
載
せ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
適
当
に
分
け
て
載
せ
た
だ
け
で
す
。
誤
解
の
な
い
や
う
に
し
て
下
さ
い
。

.... 
今
度
は
詩
が
非
常
に
少
な
い
の
が
目
立
ち
ま
す
。
ど
の
文
を
見
て
も
、

ど
の
詩
を
読
ん
で
も
、
そ
の
作
者
な
り
に
、
あ
り
っ
た
け

の
力
を
尽
し
て
書
い
て
あ
る
の
が
わ
か
つ
て
愉
快
で
す
。
そ
の
点
で
は
ど
の
作
品
も
あ
ま
り
見
劣
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
く
ら
べ
て
見
て
、

よ
し
あ
し
を
き
め
な
く
て
も
、

か
う
し
て
お
互
い
に
精
一
杯
の
作
品
を
出
し
合
ふ
だ
け
で
、
充
分
に
値
う
ち
の
あ
る
こ
と
で
す
。

『F

一
つ
／
＼
の
作
品
に
つ
い
て
批
評
を
書
く
こ
と
は
や
め
ま
し
た
。
先
生
に
教
へ
て
い
た
£
く
外
に
、
自
分
で
も
よ
く
読
ん
で
み
て
、

自
分
が
綴
方
を
書
く
上
の
参
考
に
し
て
い
た
ジ
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
他
の
人
の
作
品
の
よ
し
あ
し
が
、

ほ
ん
た
う
に
よ
く
わ
か
る
人

が
、
自
分
で
も
ほ
ん
た
う
に
よ
い
作
品
が
書
け
る
は
ず
で
す
。

.... 

紙
の
不
足
し
て
ゐ
る
時
で
は
あ
り
ま
す
し
、
第
五
輯
か
ら
先
は
、
ど
う
い
ふ
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
か
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
は
っ

き
り
し
て
ゐ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
綴
方
の
勉
強
の
上
に
、
出
来
る
だ
け
役
に
立
つ
よ
い
も
の
を
つ
く
っ
て
行
き
た
い
考
に
違

ひ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
国
語
研
究
部
）

次
の
こ
と
が
「
あ
と
が
き
」
か
ら
わ
か
る
。

・
こ
の
文
集
は
、
「
成
城
小
学
校
」

の

「
国
語
研
究
部
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
。



－
表
題
に
第
四
輯
と
あ
る
こ
と
で
も
あ
る
、
が
、
こ
れ
ま
で
に
第
一
輯
か
ら
第
三
輯
ま
で
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

・
こ
の
第
四
輯
を
刊
行
す
る
こ
と
で
、

四
年
生
以
上
の
総
て
の
児
童
の
作
品
、
が

「
む
さ
し
野
」
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
。

・
こ
の
文
集
刊
行
の
目
的
、
が
、
「
綴
方
の
勉
強
の
上
に
、
出
来
る
だ
け
役
に
立
つ
」
こ
と
で
あ
る
こ
と
。

と
こ
ろ
で
、
成
城
学
園
教
育
研
究
所
に
は
、
「
む
さ
し
野
」
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
第
一
輯
は
昭
和
十
一
年
度
の
作
品
集
で
あ
り
、
第
二
輯

は
昭
和
十
二
年
度
、
第
三
輯
は
昭
和
十
三
年
度
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

は
、
年
度
毎
の
刊
行
で
あ
り
、
「
第
四
輯
」
に
は
、
昭
和
十
四
年
度
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
「
こ
れ
で
四
年

つ
ま
り
、

「
む
さ
し
野
」

以
上
の
人
は
、
全
部
一
度
づ
』
作
品
が
載
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
は
、

四
年
生

五
年
生
、
六
年
生
で
、
過
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
「
む
さ

し
野
」
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
児
童
の
作
品
が
、
こ
の
第
四
輯
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
第
三
輯
ま
で
に
作
品
の
掲
載
が
な
か
っ
た
児
童
へ
の
配
慮
と
し
て
、
「
前
に
載
っ
た
の
が
よ
い
作
品
で
、
後
の
が
そ
れ
よ
り
劣
っ
て

ゐ
る
と
い
ふ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
度
に
載
せ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
適
当
に
分
け
て
載
せ
た
だ
け
で
す
」
と
記
し
た
。

こ
の
趣
旨
を
児
童
に
理
解
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
「
あ
と
が
き
」

は
、
パ
ラ
ル
ピ
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
「
誤
解
の
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
」
と
も
記
し

そ
の
背
景
を
示
唆
し
て
も
い
る
。

「
む
さ
し
野
」

の
刊
行
目
的
は
、
第
一
輯
の

「
編
輯
後
記
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

此
の
文
集
は
、
鈴
木
三
重
土
口
氏
の
所
謂
「
代
々
の
傑
作
の
中
へ
子
供
を
浸
し
入
れ
、

肥
ら
せ
て
は
賞
め
上
げ
て
、
な
ほ
ひ
き
伸
ば
す
」

目
的
を
以
て
生
れ
て
来
ま
し
た
。

つ
ま
り
本
校
綴
方
科
の
鑑
賞
読
本
と
す
る
為
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
故
、
毎
年
一
回
宛
出
し
て
行
き
ま
す

が
、
真
に
傑
れ
た
作
品
は
作
者
の
重
複
に
か
』
は
ら
ず
載
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ま
た
、
「
此
の
文
集
は
鑑
賞
読
本
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
校
児
童
の
創
作
の
道
場
で
あ
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

二
三
の
綴
方
選
手
を
作
る
の

成
城
小
学
校
『
児
童
文
集

む
さ
し
野
』
第
四
輯
に
つ
い
て

九
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が
目
的
で
は
な
く
、
学
校
全
体
の
水
準
を
高
め
る
の
が
目
的
な
の
で
す
」
と
も
記
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
む
さ
し
野
」
刊
行
の
目
的
は
、
第
四
輯
「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
、
「
他
の
人
の
作
品
の
よ
し
あ
し
が
、

ほ
ん
た
う
に
よ
く
わ
か
る

人
が
、
白
分
で
も
ほ
ん
た
う
に
よ
い
作
品
、
が
書
け
る
は
ず
で
す
」

の
一
節
に
あ
る
。
児
童
の
綴
方
を
掲
載
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
児
童

の

「
綴
方
の
勉
強
」

の
た
め
に
、
多
く
の
他
の
人
の
作
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
む
さ
し
野
」
第
四
輯
に
は
、
全
九
四
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
十
一
一
組
に
つ
い
て
、
『
成
城
学
園
父
兄
名
簿
』
（
成
城
学
園
教
育
研

究
所
所
蔵
、
昭
和
十
四
年
六
月
十
日
成
城
学
園
後
援
会
発
行
）
に
よ
り
、
学
年
と
そ
れ
ぞ
れ
の
在
籍
児
童
数
を
付
記
し
、
掲
載
作
品
数
を
記
し
て
お
く
。

「
梅
組
」
（
一
年
生
二
一
二
名
）
六
作
品

「
竹
組
」
（
一
年
生
一
一
一
二
名
）
八
作
品

「
柏
組
」
（
二
年
生
一
三
名
）
八
作
品

「
椿
組
」
（
二
年
生
二
八
名
）
六
作
品

「
桂
組
」
（
三
年
生
一
二
三
名
）
八
作
品

「
桃
組
」
（
三
年
生
三
四
名
）
九
作
品

「
藤
組
」
（
四
年
生
一
二
三
名
）
七
作
品

「
橘
組
」
（
四
年
生
三
三
名
）
七
作
品

「
楠
組
」
（
五
年
生
一
二
四
名
）

作
ロ

「
松
組
」
（
五
年
生
三
四
名
）

作
品

「
杉
組
」
（
六
年
生
士
一
四
名
）

作
ロ

「
白
樺
組
」
（
六
年
生
三
四
名
）
一
作
品

な
お
、
「
あ
と
が
き
」
に
「
今
度
は
詩
が
非
常
に
少
な
い
の
が
目
立
ち
ま
す
」
と
あ
る
が
、
「
詩
」
作
品
は
九
四
作
品
中
八
作
品
。



九
四
作
品
は
、
内
容
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
授
業
や
遠
足
な
ど
の
学
校
行
事
、
学
校
で
の
出
来
事
を
内
容
と
す
る
「
学
校
」
群
一
九
。

－
放
課
後
の
出
来
事
を
内
容
と
す
る
「
放
課
後
」
群
一
七
。

・
家
族
の
こ
と
や
家
族
旅
行
、
飼
い
犬
・
猫
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
家
族
」
群
五
七
。

自
然
を
内
容
と
す
る
「
自
然
」
群
一
。

こ
の
九
四
作
品
に
時
局
柄
を
内
容
と
し
た
り
、
用
語
や
表
現
に
戦
時
下
色
が
見
ら
れ
る
作
品
は
、
「
学
校
」
群
で
四
作
品
、
「
放
課
後
」

群
で

一
作
品
、
「
家
族
」
群
で
一
四
作
品
。
合
計
一
九
作
品
。
約
二

0
・
二
一
%
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
学
校
」

群
の
作
品
に
お
け
る
戦
時
下

「
学
校
」
群
に
お
い
て
、
時
局
柄
や
戦
時
下
色
が
見
ら
れ
る
作
品
は
、
「
日
光
」
「
か
い
せ
ん
ゅ
う
ぎ
」
「
強
行
軍
」
「
冬
は
き
ら
ひ
」

品
。
「
学
校
」
群
で
は
二
一

の
四
作

O
五
%
。

そ
の
内
容
は
、
「
日
光
」

で
は
、
遠
足
に
行
っ
た
日
光
で

「
木
炭
パ
ス
」
に
乗
っ
た
と
い
う
も
の
。

「
か
い
せ
ん
ゅ
う
ぎ
」

は
、
体
操
の
時
間
に
敵
味
方
に
分
か
れ
て
の
鬼
ご
っ
こ
。

は
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
が
、
学
校
か
ら
京
王
閣
ま
で
歩
い
た
と
い
う
も
の
。
次
の
一
節
が
あ
る
。

「
強
行
軍
」
（
白
樺
組
、

H
・
F
、
男
子
）

大
分
足
が
痛
い
が
、

し
か
し
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
を
思
へ
ば
何
で
も
な
い
。
今
日
の
強
行
軍
は
面
白
か
っ
た
。
僕
は
今
日
皆
と
強
行
軍
に

行
け
る
の
も
兵
隊
さ
ん
の
お
か
げ
と
思
っ
た
。

「
冬
は
き
ら
ひ
」
（
白
樺
組
、

S
－
K
、
男
子
）
に
は
、
「
さ
む
く
て
学
校
へ
行
く
の
が
い
や
に
な
る
」
と
記
し
な
が
ら
も
、
「
省
線
の
中
で
、
戦

成
城
小
学
校
『
児
童
文
集

む
さ
し
野
』
第
四
輯
に
つ
い
て

九
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四

地
の
兵
隊
さ
ん
は
、
こ
れ
よ
り
も
、
さ
む
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
反
省
す
る
。

し
か
し
、
「
な
ん
だ
、
こ
の
く
ら
ゐ
と
思
っ
た
が
、
さ
む

さ
は
か
は
ら
な
か
っ
た
」
と
、
本
音
も
記
し
て
い
る
。

「
放
課
後
」
群
の
作
品
に
お
け
る
戦
時
下

「
放
課
後
」
群
で
は

一
七
作
品
の
う
ち
、
戦
時
下
色
が
見
ら
れ
る
作
品
は
「
せ
ん
そ
う
ご
っ
こ
」
（
棒
組
、

Y
－

K
、
男
子
）
。
放
課
後
、
自

宅
に
帰
っ
て
か
ら
「
せ
ん
そ
う
ご
っ
こ
」

で
遊
ん
だ
こ
と
が
内
容
。

た
ん
か
を
つ
く
る
の
で
、

つ
ね
か
づ
く
ん
の
う
は
ぎ
と
、
ま
る
ち
ゃ
ん
の
う
は
ぎ
と
二
人
と
も
ぬ
が
し
て
、
ぼ
く
た
ち
は
ぼ
う
を
取
り

こ
一
丁
つ
一
こ
0

・L’’q
d

1

4

1

マ，，

太
い
ぼ
う
を
二
本
取
っ
て
き
た
。
そ
し
て
う
は
ぎ
を
り
ょ
う
は
う
か
ら
い
れ
て
た
ん
か
を
つ
く
っ
た
。
そ
う
し
て
、
ぼ
く
た
ち
は
、
と

つ
か
ん
し
て
い
っ
た
。

か
き
ね
の
と
こ
ろ
で
、

ま
る
ち
ゃ
ん
が
や
ら
れ
た
ま
ね
を
し
て
、
「
や
ら
れ
た
」
と
言
っ
た
。
ぼ
く
は
さ
さ
で
つ

く
っ
た
は
た
を
あ
げ
た
ら
、
う
し
ろ
の
穴
の
方
か
ら
、

ひ
ろ
ち
ゃ
ん
が
、

た
ん
か
を
も
っ
て
き
た
。
そ
し
て
ま
る
ち
ゃ
ん
を
穴
の
中
の
や

せ
ん
び
ょ
う
い
ん
に
は
こ
ん
で
い
っ
た
。

児
童
の
遊
び
の
中
に
「
戦
争
」
が
入
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
戦
い
ば
か
り
で
な
く
、
傷
つ
く
兵
士
が
で
る
こ
と
を
児
童
が
理

解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四

「
家
族
」
群
の
作
品
に
お
け
る
戦
時
下

「
家
族
」
群
で
は
、

五
七
作
品
の
う
ち
、
時
局
柄
あ
る
い
は
戦
時
下
色
が
見
ら
れ
る
作
品
は
一
回
。

二
四
・
五
六
%
。



・
「
き
の
ふ
の
こ
と
」

で
は
、
「
兵
隊
さ
ん
に
慰
問
、
ふ
く
ろ
」
を
送
る
た
め
、
郵
便
局
に
行
っ
た
。

・
「
き
ん
ろ
う
ほ
う
し
」
は
、

日
曜
日
に
家
族
と
自
宅
の
畑
で

「
き
ん
ろ
う
ほ
う
し
」
を
し
た
と
い
う
も
の
。
食
料
増
産
の
為
に
空
き
地
を

畑
に
す
る
と
い
う
も
の
。

・
「
日
記
」

で
は
、
歳
末
に
父
の
実
家
に
行
っ
た
と
こ
ろ
「
ご
真
影
」
が
飾
つ
で
あ
っ
た
。

－
「
か
る
た
」

で
は
、

正
月
の

「
ひ
ら
が
な
百
人
一
首
」
に
、
家
に
来
て
い
た
「
軍
曹
の
凹
口
さ
ん
」
も
加
わ
っ
た
と
い
う
も
の
。

－
「
赤
十
字
病
院
」

で
は
、
「
支
那
の
戦
争
」

で
病
気
に
な
っ
た
父
の
友
人
を
見
舞
い
に
行
っ
た
。

・
「
兵
隊
送
り
」

Iま

出
征
す
る
親
類
の
兵
隊
さ
ん
を
見
送
り
に
芝
浦
に
見
送
り
に
行
っ
た
こ
と
。

・
「
エ
リ
の
出
征
」
は
、
飼
い
犬
が
箪
犬
と
し
て
「
北
支
」

－
「
如
水
会
の
た
か
ら
さ
が
し
」
は
、
「
木
で
作
っ
た
機
関
銃
」
が
当
た
っ
た
と
い
う
も
の
。

J、、

「
出
征
」
す
る
と
い
う
も
の
。

－
「
会
社
の
魚
取
」
に
は
、
漁
船
が
「
艦
隊
運
動
」
を
す
る
と
い
う
も
の
。

・
「
夕
方
」
（
詩

で
は
、
「
兵
隊
さ
ん
に
慰
問
袋
を
出
し
た
」
こ
と
を
思
い
出
し
た
と
い
う
も
の
。

「
た
き
火
」
（
詩
）

で
は
、

た
き
火
に
く
べ
た
竹
が
は
ぜ
、
「
支
那
兵
の
鉄
砲
の
音
の
よ
う
だ
」

の
表
現
が
あ
る
。

－「犬」

で
は
、
満
州
事
変
」

で
手
柄
を
た
て
た
軍
犬
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
は
、
身
内
に
係
わ
る
戦
時
下
は
見
ら
れ
な
い
。

次
の
引
用
は
、
「
桂
大
尉
の
話
」
（
藤
組
、

I
・
N
、
男
子
）
の
一
節
。

（
一
一
一
）
慰
問
袋

十
月
三
十
一
日
太
原
を
攻
め
て
重
傷
を
受
け
た
桂
中
尉
は
、
一
一
一
月
の
末
に
中
隊
長
と
し
て
又
第
一
線
に
出
ら
れ
た
。
こ
の
た
よ
り
が
来

よ
う
か
ん
、
飴
、
塩
豆
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
た
ば
こ
、
支
那
兵
人
形
、
だ
る
ま
、
タ
オ

る
と
、
家
で
は
、
す
ぐ
慰
問
袋
を
作
っ
て
送
っ
た
。

成
城
小
学
校
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児
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一
九
六

ル
な
ど
。

そ
れ
に
僕
は

「
桂
中
尉
」

と
い
ふ
線
方
を
書
い
て
入
れ
た
。
弟
は
絵
を
、
妹
は
日
の
丸
を
書
い
て
入
れ
た
。

兄
さ
ん
は
文
集

「
も
く
せ
い
の
花
」
を
入
れ
た
。

四
月
二
十
一
日
、
桂
さ
ん
か
ら
た
よ
り
が
来
た
。

慰
問
袋
ヲ
ア
リ
ガ
タ
ウ
。
僕
ハ
今
討
伐
ニ
出
テ
敵
ト
戦
ツ
テ
ヰ
マ
ス
。

カ
タ
ノ
キ
ズ
ハ
モ
ウ
ヨ
ク
ナ
ツ
テ
ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
ブ
デ
ス
。

ア
ン

シ
ン
シ
テ
ク
ダ
サ
イ
。

「
も
く
せ
い
の
花
」

ヲ
少
シ
ヨ
ミ
マ
シ
タ
。

ヨ
ン
デ
ヰ
ル
ア
イ
ダ
ニ
、

タ
イ
へ
ン
ウ
レ
シ
ウ
ナ
ツ
テ
来
テ
、

ヒ
ト
リ
デ
ニ
コ
／
＼
シ
テ

ヰ
マ
シ
タ
。

コ
ン
パ
ン
ゴ
ハ
ン
ガ
終
ツ
タ
ラ
マ
タ
ヨ
ン
デ
ミ
ヨ
ウ
ト
タ
ノ
シ
ミ
ニ
シ
テ
ヰ
マ
ス
。
克
チ
ャ
ン
ノ
タ
ン
ク
ノ
エ
ハ
オ
上
手
デ

ス
ネ
。
涼
子
チ
ャ
ン
ノ
日
ノ
丸
モ
ウ
レ
シ
ク
テ
タ
マ
リ
マ
セ
ン
。
述
サ
ン
ノ
「
桂
中
尉
」

ハ
伺
ト
言
ツ
テ
ヨ
イ
カ
オ
礼
ノ
コ
ト
パ
ガ
ア
リ

マ
セ
ン
。
皆
ナ
カ
ヨ
ク
シ
テ
オ
父
様
オ
母
様
、
先
生
ノ
オ
シ
ヘ
ヲ
ヨ
ク
マ
モ
ツ
テ
勉
強
シ
テ
ク
ダ
サ
イ
。
僕
モ
一
生
ケ
ン
メ
イ
二
セ
ン
ト
ウ
シ
テ

オ
国
ノ
タ
メ
ニ
ツ
ク
シ
マ
ス
。
サ
ヨ
ナ
ラ

四
月
十
三
日

桂
中
尉

こ
の
間
桂
さ
ん
が
来
て
下
さ
っ
た
時
、
慰
問
袋
の
話
も
あ
っ
た
。
僕
た
ち
の
慰
問
袋
が
と
ど
い
た
時
は
、
桂
隊
の
は
皆
に
喜
ば
れ
た
さ

う
で
す
。
だ
る
ま
は
部
下
の
一
人
が
む
り
に
も
ら
っ
た
さ
う
で
す
。
た
ふ
れ
で
も
起
き
る
と
い
ふ
の
で
す
。
桂
さ
ん
は
、

そ
の
人
の
遺
品
の
中
に

だ
る
ま
を
そ
へ
て
兵
隊
さ
ん
の
家
へ
送
っ
た
と
言
は
れ
ま
す
。
僕
た
ち
の
小
さ
な
だ
る
ま
は
い
つ
ま
で
も
勇
土
の
家
に
あ
る
こ
と
で
せ
う
。

支
那
兵
人
形
は
伍
長
に
も
ら
は
れ
た
。
こ
れ
を
振
る
と
両
手
で
頭
を
こ
つ
／
＼
た
』
く
の
で
す
。
僕
た
ち
は
鶏
介
石
だ
と
い
っ
て
ゐ
ま

「
も
う
だ
め
だ
。
」
と
思
は
れ
た
が
、
命
は
助
か
っ
て
内
地
に
帰
さ
れ
た
。
頭
、
か
へ
ん
に

な
っ
た
が
ふ
し
ぎ
に
よ
く
な
っ
て
今
は
北
海
道
に
ゐ
ら
れ
る
さ
う
だ
。
近
頃
の
た
よ
り
に
「
桂
大
尉
か
ら
い
た
だ
い
た
人
形
を
大
尉
と
思

し
た
。
こ
の
伍
長
は
高
い
岩
の
上
か
ら
落
ち
て



っ
て
大
事
に
し
て
ゐ
ま
す
。
」
と
書
い
て
き
た
さ
う
で
す
。

「
も
く
せ
い
の
花
」
は
兄
さ
ん
と
僕
の
文
集
で
す
。
戦
地
で
桂
さ
ん
は
、
部
下
の
将
校
た
ち
に
皆
読
ま
せ
た
さ
う
で
す
。

一
人
の
小
隊

長
は
、

カ
バ
ン
に
入
れ
た
ま
』
な
か
ノ
＼
返
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
桂
さ
ん
は
「
僕
、
が
内
地
へ
帰
る
時
、
た
い
て
い
は
部
下
に
の

こ
し
て
来
ま
し
た
が
も
く
せ
い
の
花
だ
け
は
、
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
よ
。
」
と
言
は
れ
た
。

題
名
の

「
桂
大
尉
の
話
」

の
よ
h

フ
に

父
が

「
京
都
の
一
中
で
教
へ
た
生
徒
」

の

「
桂
大
尉
」
か
ら
聞
い
た
話
を
も
と
に
し
た
作
品
。
聞
い

た
時
期
は
、
「
え
つ
か
ん
線
た
ち
き
っ
て
漢
口
攻
め
」
が
終
っ
て

「
内
地
」
勤
務
と
な
っ
た
後
の
こ
と
。
漢
口
攻
略
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九

一
一
八
）
十
月
二
十
七
日
。

「
桂
大
尉
の
話
」
は
、
引
用
し
た

軍
か
ら
か
ら
首
に
五
百
円
の
懸
賞
金
が
か
け
ら
れ
た
と
い
う
（
一
）

（
三
）
慰
問
袋
の
ほ
か
、
支
那
事
変
（
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
）
前
の
天
津
に
駐
屯
し
て
い
た
こ
ろ
蒋
介
石

五
百
円
の
首
、
支
那
事
変
で

「
天
津
か
ら
ろ
こ
う
橋
へ
進
軍
し
」
「
ろ
こ

う
橋
で
敵
と
向
き
合
っ
て
ゐ
る
時
う
し
ろ
の
通
州
に
、

は
ん
ら
ん
が
起
き
」
そ
れ
を
鎮
圧
し
に
向
か
っ
た
と
い
う
（
二
）
通
州
の
日
章
旗
、
戦

場
で
の
駐
屯
地
で
オ
ン
ド
ル
を
焚
き
つ
け
る
た
め
に
慰
問
の
手
紙
を
一
枚
、
ず
つ
燃
や
し
て
や
っ
と
火
が
つ
い
た
と
い
う
（
四
）
封
筒
を
た
く
、

桂
大
尉
が
若
く
、
他
の
中
隊
か
ら
軽
く
見
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
さ
ん
ば
つ
の
当
番
」

は
、
髭
を
残
す
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た

と
い
う
（
五
）

ひ
げ
の
五
章
か
ら
な
る
か
な
り
長
い
作
品
で
あ
る
。
兄
と
文
集
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
文
章
を
書
き
な
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
分
る
。

は
、
「
桂
中
尉
」
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
袋
」
に
詰
め
ら
れ
た
も
の
が
分
る
資
料
。
「
ょ
う
か
ん
、
飴
、
塩
豆
、

「
慰
問
袋
」

ピ
1
ナ

ツ
ツ
」
と
い
っ
た
、
甘
い
も
の
に
塩
気
の
も
の
も
入
れ
ら
れ
、
「
支
那
兵
人
形
」

は
敵
を
呑
ん
で
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
「
だ
る
ま
」

は
縁
起
担

ぎ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

こ
う
し
た
買
い
集
め
た
も
の
の
み
で
は
な
く
、
弟
の
描
い
た
「
絵
」
や
妹
の
描
い
た
「
日
の
丸
」
、

兄
と
自
分
の
書
い
た
「
文
集
」
も
入
れ

成
城
小
学
校
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児
童
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九
八

て
送
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
手
づ
く
り
の
慰
問
品
に
大
い
に
慰
め
ら
れ
た
こ
と
が

「
桂
中
尉
」
は
、
幼
い
弟
や
妹
が
自
分
で
読
め
る
よ
う
に
と
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
桂
中
尉
」

か
ら
の
お
礼
の
手
紙
で
伝
え
ら
れ
た
が
、

名
誉
の
負
傷

白
樺
組

T
－

Y
 
男
子
）

時
は
丁
度
去
年
の
末
の
朝
、
僕
が
学
校
に
行
か
う
と
し
て
ゐ
る
と
中
村
の
叔
父
さ
ま
が
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
「
哲
が
台
湾
で
応
召

さ
れ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、

び
っ
く
り
し
た
。
哲
と
い
ふ
の
は
僕
の
親
類
で
中
村
の
家
の
む
す
こ
の
名
前
で
あ
る
。

し
か
も
哲
さ

ん
は
台
湾
の
先
生
を
し
て
ゐ
る
の
で
東
京
へ
か
へ
る
日
が
な
い
。
そ
れ
で
と
う
／
＼
家
の
人
に
お
く
ら
れ
も
せ
ず
さ
び
し
く
出
征
し
て
し

ま
っ
た
。
歓
呼
の
声
に
お
く
ら
れ
て
出
征
し
た
の
だ
ら
う
が
、
さ
び
し
か
っ
た
ら
う
。
僕
等
は
長
距
離
電
話
で
お
わ
か
れ
の
こ
と
ば
を
か

わ
し
た
。
哲
兄
さ
ん
の
声
は
ふ
る
え
て
ゐ
た
。
「
僕
は
御
機
嫌
ょ
う
。
元
気
で
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
」
と
い
っ
た
。

十
一
月
の
中
旬
、
哲
兄
さ
ん
か
ら
手
紙
が
来
た
。
こ
の
手
紙
で
サ
ソ
リ
だ
の
ワ
ニ
だ
と
か
が
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
、
海
南
島
だ
ら
う
と
い

ふ
事
が
わ
か
っ
た
。
軍
隊
で
は
場
所
が
ひ
み
つ
だ
か
ら
だ
。

翌
年
四
月
十
人
目
だ
っ
た
。
負
傷
と
い
う
伝
が
、
を
ぢ
さ
ま
か
ら
来
た
。
お
ど
ろ
い
た
の
お
ど
ろ
か
な
い
の
、
僕
は
び
っ
く
り
し
て
し

ま
っ
た
。
と
に
か
く
た
ま
が
あ
た
っ
た
が
命
に
さ
は
り
な
い
そ
う
だ
。
手
紙
を
見
る
と
海
南
島
で
敵
前
上
陸
を
し
て
か
ら
の
事
だ
。

海
南
島
の
家
は
パ
ク
ダ
ン
で
や
ら
れ
て
屋
根
は
な
い
。

そ
れ
で
雨
も
り
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
材
木
を
さ
が
す
べ
し
と
い
ふ
命
令
が
出
た
。

そ
れ
で
材
木
を
さ
が
す
つ
い
で
に
、
人
間
様
の
餌
が
あ
っ
た
ら
と
っ
て
こ
よ
う
と
い
っ
て
出
か
け
た
。
サ
ギ
と
い
ふ
鳥
が
た
ま
／
＼
み
ら

れ
る
。
景
色
の
よ
い
水
田
を
ゆ
っ
く
り
あ
る
い
て
行
っ
た
。

支
那
人
は
日
本
兵
を
見
る
と
、

ど
ん
ノ
＼
に
げ
出
し
て
、
山
の
上
で
、

日
本
兵
を
見
物
し
て
ゐ
る
。
支
那
の
家
を
一
軒
一
軒
と
た
づ
ね

う
と
思
っ
た
が
、
き
も
ち
が
わ
る
い
。

る
う
ち
に
、
ぶ
う
／
＼
ノ
＼
、
ゃ
あ
ゐ
た
ぞ
と
お
ひ
ま
は
し
て
つ
か
ま
へ
た
。
手
を
ゆ
は
え
て
棒
に
さ
し
て
ぶ
ら
さ
げ
た
。
す
ぐ
か
つ
が

日
本
兵
は
よ
は
む
し
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
豚
な
ど
か
つ
い
で
は
え
ら
そ
う
に
見
え
な
い
か
ら
だ
。



支
那
人
に
か
つ
が
せ
て
か
へ
っ
て
来
た
。
き
っ
と
天
に
か
は
り
て
ふ
ぎ
を
う
っ
と
う
た
ひ
な
が
ら
か
へ
っ
て
来
た
で
あ
ら
う
。
途
中
水
田

を
う
ね
／
＼
ま
が
り
く
ね
っ
て
、
も
と
き
た
道
を
か
へ
っ
て
行
く
と
く
ろ
い
も
の
が
ぱ
ら
ノ
＼
と
見
え
た
。
と
思
ふ
と
た
ん
プ
ツ
ン
ノ
＼

ヒ
ユ

l
ヒ
ユ

l
、
二
百
米
ば
か
り
の
所
に
四
十
人
ば
か
り
、

ひ
ゅ
う
／
＼
つ
づ
け
ざ
ま
に
た
ま
が
と
ん
で
き
た
。
と
っ
さ
に
水
田
の
中
に

と
び
こ
み
、
く
び
だ
け
出
し
て
、
も
ぐ
ら
み
た
い
に
し
て
だ
ん
／
＼
あ
と
に
さ
が
っ
て
い
っ
た
。
さ
が
る
に
も
足
が
水
田
に
す
ひ
つ
い
て

ょ
う
い
に
ぬ
け
な
い
。
こ
れ
こ
そ
命
が
け
だ
。
そ
の
時
ゅ
う
か
ん
な
兵
士
が
、
す
こ
し
上
の
高
く
な
っ
た
所
の
か
げ
に
か
く
れ
て
、
一
一
三

ぱ
つ
う
っ
た
そ
う
だ
。
敵
が
す
こ
し
ひ
る
ん
だ
所
を
だ
ん
／
＼
と
さ
が
っ
て
い
っ
た
。

い
く
分
か
弾
の
く
る
の
が
へ
っ
た
。

い
』
と
思
つ

て
立
上
が
っ
た
と
た
ん
、
ぐ
わ
ん
と
後
か
ら
だ
れ
か
に
一
な
ぐ
り
。
「
ゃ
あ
や
ら
れ
た
か
。
」
間
も
な
い
事
だ
。
だ
ん
／
＼
お
な
か
の
方
が

あ
っ
た
か
く
な
っ
た
の
で
、

シ
ャ
ツ
を
あ
け
て
み
る
と
赤
い
血
が
べ
っ
と
り
つ
い
て
ゐ
た
。
弾
が
後
か
ら
前
へ
ぬ
け
出
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
か
ん
つ
う
じ
ゅ
う
そ
う
で
あ
る
。
あ
た
っ
た
ら
こ
れ
ま
で
と
度
胸
も
す
わ
っ
て
、
と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
立
上
り
か
け
た
。
か

と
も
だ
ち
に
水
と
う
か
ら
水
を
く
れ
と
い
っ
た
。
す
る
と
、
と
も
だ
ち
は
だ
め
だ
と
い

へ
り
か
け
に
、

の
ど
が
か
わ
き
は
じ
め
た
の
で
、

った。そ
れ
か
ら
六
里
あ
る
い
た
そ
う
だ
。
出
血
は
多
量
だ
が
、
意
識
は
た
し
か
だ
。
死
は
ち
か
づ
い
た
や
う
す
も
な
い
の
で
、
少
し
水
を
の

ん
だ
。
そ
れ
か
ら
二
里
あ
る
い
て
、
と
う
と
う
本
隊
に
か
へ
っ
て
来
た
。
命
に
ベ
つ
じ
や
う
な
い
そ
う
だ
。
僕
が
哲
凡
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
戦
地
に
い
っ
た
や
う
に
よ
く
よ
う
す
を
知
っ
て
ゐ
る
の
は
、
哲
凡
さ
ん
の
手
紙
を
み
て
想
像
し
て
か
い
た
か
ら
だ
。

そ
し
て
と
う
と
う

哲
兄
さ
ん
は
後
送
と
な
っ
て
、
十
月
四
日
ご
ろ
か
へ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
哲
兄
さ
ん
」

は
、
「
叔
父
さ
ま
」

の
息
子
つ
ま
り
、
作
者
の
従
兄
弟
で
あ
る
が
、

そ
の
従
兄
弟
の
手
紙
が
作
品
の
も
と
に
な
っ
た
。

こ
の
作
品
か
ら
分
る
こ
と
は
、
台
湾
で
の
召
集
令
状
で
は
、
実
家
に
帰
る
時
間
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

手
紙
の
発
信
地
は
秘
匿
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
十
一
月
中
旬
の
手
紙
は

「
海
南
島
」
か
ら
だ
と
推
測
し
て
い
る
。
「
海
南
島
」

に
、
第
五
艦
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隊
の
援
護
の
下
に
、
第
四
根
拠
地
隊
・
台
湾
懇
請
旅
団
な
ど
が
上
陸
し
た
の
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
一
二
九
）

二
月
九
日
。

「
海
南
島
」

は
、
南
方
進
出
と
援
蒋
ル

l
ト
遮
断
の
た
め
の
航
空
作
戦
基
地
と
し
て
海
軍
が
要
望
し
て
い
た
も
の
で
、

「
ほ
と
ん
ど
抵
抗
を
受

け
ず
に
」
（
『
昭
和
・
二
万
日
の
全
記
録
5
』
講
談
社
、
平
成
元
年
十
一
月
）
上
陸
は
成
功
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
従
兄
弟
が
負
傷
し
た
経
緯
に

あ
る
よ
う
に
、
上
陸
後
、

二
ヶ
月
、
敵
兵
は
一
掃
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
作
品
は
、

日
本
軍
の
補
給
が
、
原
則
と
し
て
現
地
調
達
で
あ
り
、
食
料
の
豚
を
農
家
か
ら
徴
発
し
、

し
か
も
現
地
人
に
担
が
せ

て
い
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。

更
に
文
、
背
後
か
ら
狙
撃
を
受
け
た
も
の
の

「
貫
通
銃
創
」
に
よ
っ
て
一
命
を
取
り
と
め
、
本
隊
に
た
ど
り
着
い
て
、
治
療
の
為
、

日
本

に
「
後
送
」
と
な
り
、
十
四
年
十
月
四
日
ご
ろ
に
帰
っ
て
き
た
と
の
事
で
あ
る
。

一
人
の
兵
士
の
入
営
か
ら
「
後
送
」
ま
で
が
分
る
作
品
で
あ
り
、
戦
時
下
の
記
録
の
一
つ
で
あ
る
。

玉

「
学
校
」

で
の
出
来
事

け
ん
く
わ

楠
組

T

・Y
（女子）

私
は
五
年
の
一
学
期
か
ら
成
城
へ
は
い
り
ま
し
た
。
私
と
古
ち
ゃ
ん
と
試
験
が
通
っ
た
の
で
楠
組
に
は
い
り
ま
し
た
。

一
学
期
の
時
は
、
古
ち
ゃ
ん
と
私
が
一
番
な
か
が
よ
く
て
、

ど
ち
ら
か
が
や
っ
た
事
は
す
ぐ
に
お
た
が
い
に
知
ら
せ
る
と
い
ふ
わ
け
で

無
線
電
信
と
言
ふ
あ
だ
な
が
つ
い
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
れ
が
二
学
期
か
ら
急
に
、
私
た
ち
と
古
ち
ゃ
ん
と
な
か
が
わ
る
く
な
り
ま
し
た
。

私
達
は
新
宿
を
通
っ
て
行
く
の
で
一
し
ょ
に
帰
ら
う
と
す
る
と
、
「
あ
た
し
用
が
あ
る
の
」
と
か
い
っ
て
、

い
つ
も
立
川
さ
ん
達
と
帰

へ
る
の
で
私
は
し
ゃ
く
に
さ
わ
っ
て
、
な
る
べ
く
古
ち
ゃ
ん
と
遊
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

修
身
の
時
間
に
よ
く
古
ち
ゃ
ん
や
立
川
さ
ん
達
の
問
題
が
出
ま
し
た
。
古
ち
ゃ
ん
が
泣
く
と
す
ぐ
に
男
の
人
が
か
せ
い
す
る
の
で
、
私

た
ち
は
を
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
古
ち
ゃ
ん
は
ま
る
で
そ
れ
を
い
い
き
に
し
て
ゐ
る
ら
し
く
さ
へ
見
え
る
の
で
す
。
こ
っ
ち
か
ら
何
か
言



ふ
と
す
ぐ
に
、
「
し
ら
な
い
」
と
い
ふ
の
で
す
。
そ
し
て
よ
く
井
上
さ
ん
と
に
ら
め
っ
こ
を
し
て
ゐ
ま
す
。
国
史
の
時
間
に
古
ち
ゃ
ん
が

私
を
に
ら
ん
で
ゐ
る
の
で
し
ゃ
く
に
さ
わ
っ
て
私
も
に
ら
み
か
へ
し
て
や
り
ま
し
た
。

そ
し
て
よ
く
勉
強
中
に
、
古
ち
ゃ
ん
と
向
ひ
合
ひ
の
席
に
居
る
井
上
さ
ん
、
が
、
古
ち
ゃ
ん
の
ひ
ざ
の
所
を
け
っ
て
ゐ
る
の
で
を
か
し
く

な
り
ま
し
た
。
或
時
の
事
古
ち
ゃ
ん
が
、
「
よ
し
て
よ
」
と
言
っ
た
ら
し
く
、
井
上
さ
ん
が
、
「
だ
っ
て
あ
ん
た
が
わ
る
い
ん
で
す
も
の
」

と
か
な
ん
と
か
い
っ
て
け
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
古
ち
ゃ
ん
は
教
室
に
は
い
る
と
く
つ
し
た
を
下
に
お
ろ
し
ま
す
。
そ
れ
は
け
ら
れ
る
と
く
つ

し
た
が
よ
ご
れ
る
か
ら
ら
し
い
の
で
す
。
こ
の
間
古
ち
ゃ
ん
が
井
の
ち
ゃ
ん
の
足
を
け
っ
た
時
、
ち
ゃ
う
ど
傷
の
あ
る
所
に
当
っ
て
、
か

さ
ぶ
た
が
と
れ
て
血
が
で
て
き
た
の
で
、
士
口
ち
ゃ
ん
も
ず
ゐ
ぶ
ん
ら
ん
ぽ
う
だ
な
あ
と
思
ひ
ま
し
た
。

学
校
の
ら
う
か
等
で
古
ち
ゃ
ん
に
合
ふ
と
、

わ
ざ
と
つ
き
あ
た
っ
て
か
ら
い
き
ま
す
。
そ
し
て
私
が
ぶ
つ
か
ら
う
と
し
た
ら
古
ち
ゃ
ん

が
よ
け
た
の
で
私
は
向
ふ
へ
い
っ
て
か
ら
古
ち
ゃ
ん
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
四
、

五
日
た
っ
て
か
ら
、
修
身
の
時
に
又
古
ち
ゃ
ん
の
問
題
が
出
ま
し
た
。
陸
ち
ゃ
ん
が
、
「
こ
の
間
お
れ
が
見
た
時
、
士
口
と

竹
岡
が
古
屋
に
紙
を
ぶ
つ
け
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て
竹
岡
は
上
か
ら
ぶ
つ
け
て
吉
は
下
か
ら
わ
か
ら
な
い
や
う
に
投
げ
て
ゐ
た
」
と
言
ひ
ま

し
た
。先
生
が
、
「
ど
う
し
て
紙
を
な
げ
る
の
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

あ
ん
ま
り
し
ゃ
く
に
さ
は
っ
た
時
、
紙
を
ぶ
つ
け
る
と
古
ち
ゃ
ん
が
へ
ん
な
顔
を
す
る
の
が
お
も
し
ろ
い
の
で
、
紙
を
ぶ
つ
け
た
と
い

ふ
わ
け
だ
け
ど
も
、
な
ん
だ
か
先
生
の
前
で
は
言
へ
な
い
の
で
、
た
だ
笑
っ
て
ば
か
り
ゐ
た
ら
、
先
生
が
、

「
ぢ
ゃ
あ
竹
岡
は
ど
う
し
て

だ
」
と
お
聞
き
に
な
っ
た
が
、
や
っ
ぱ
り
だ
ま
っ
て
吉
ち
ゃ
ん
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
ゐ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
せ
ん
せ
い
が
、
「
ぢ
や
お
た
が
ひ
に
な
か
よ
く
す
る
ん
だ
な
あ
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
山
ち
ゃ
ん
と
井

の
ち
ゃ
ん
が
、
「
あ
た
し
た
ち
は
な
か
よ
く
し
よ
う
と
思
ふ
ん
だ
け
ど
も
向
ふ
か
ら
こ
な
い
ん
だ
も
の
」
と
言
ひ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
ま
だ
な
か
な
ほ
り
を
し
な
か
っ
た
。
二
週
間
ば
か
り
し
て
か
ら
の
水
曜
日
の
修
身
の
時
間
に
両
方
か
ら
「
ご
め
ん
な
さ
い
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ね
」
と
あ
や
ま
っ
て
仲
よ
く
な
り
ま
し
た
。

仲
よ
く
な
っ
て
か
ら
、

い
ろ
／
＼
考
へ
て
み
る
と
、
お
こ
ら
な
く
て
も
い
い
所
を
お
こ
っ
て
見
た
り
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
た
と
こ
ろ
が
、

あ
ん
ま
り
や
り
す
ぎ
だ
っ
た
と
思
っ
た
。
け
れ
ど
も
早
く
な
か
な
ほ
り
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
い
じ
め
」

lま

い
つ
の
時
代
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
の
作
品
。
「
修
身
の
時
間
に
よ
く
古
ち
ゃ
ん
や
立
川
さ
ん
遠
の
問
題
が
出

ま
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
古
ち
ゃ
ん
や
立
川
さ
ん
達
」

は
、
女
子
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
は
問
題
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
男
子
児
童

は
、
槍
玉
に
上
が
っ
て
泣
き
出
す
「
古
ち
ゃ
ん
」
に
「
か
せ
い
す
る
」
と
い
う
。
女
子
は
、
こ
れ
も
気
に
食
わ
な
い
こ
と
の
ひ
と
つ
の
よ
う
で

あ
る
ω

作
者
の
視
線
は
、
す
る
ど
く
男
子
児
童
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

「
古
ち
ゃ
ん
」
を
い
じ
め
る
理
由
を
、
先
生
に
聞
か
れ
た
か
ら
と
て

「
言
へ
な
い
の
で
、

た
だ
笑
っ
て
ば
か
り
」

い
る
こ
と
に
な
る
。
当
然

の
成
り
行
き
だ
。
苛
め
る
側
に
は
苛
め
る
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、

よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
苛
め
て
い
た
当
時
を
し
っ
か
り
振
り
返
っ
て

い
る
作
者
が
い
る
。

こ
の
作
品
の
直
前
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、

「
古
ち
ゃ
ん
」

の

「
な
か
な
ほ
り
」
（
楠
組
、

F

・Y
、
女
子
）
だ
。
こ
の
作
品
に
よ
る
と
、

「
古
ち
ゃ
ん
」

は
、
「
立
川
さ
ん
」
を
「
親
友
」
と
か
ら
か
わ
れ
、
「
二
人
仲
が
い
』
わ
」
と
言
っ
て
笑
わ
れ
た
こ
と
に
、
深
く
傷
つ
い
た
。

電
車
の
中
で
、
先
学
期
に
成
城
に
は
い
っ
て
か
ら
、
今
ま
で
の
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
と
、
市
ヶ
谷
へ
つ
い
た
。
パ
ス
に
乗
か
へ
て
、
家

の
前
ま
で
来
た
ら
急
に
か
な
し
く
な
っ
て
、
家
へ
か
け
こ
ん
で
泣
い
て
し
ま
っ
た
。

仲
直
り
が
出
来
た
の
は
、
「
水
曜
日
の
修
身
の
時
間
」

で
あ
り
、
そ
の
時
間
は
、
焼
芋
会
の
た
め
に
薪
を
集
め
て
い
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。



ん
も
、 山
ち
ゃ
ん
た
ち
が
集
っ
て
、
何
か
言
っ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
山
ち
ゃ
ん
が
、
「
古
ち
ゃ
ん
今
ま
で
ご
め
ん
ち
ゃ
い
」
と
い
っ
た
。
中
ち
ゃ

み
ん
な
も
い
っ
た
。
私
も
、
「
私
こ
そ
ご
め
ん
ち
ゃ
い
」
と
い
っ
て
仲
な
ほ
り
し
た
。
私
は
、

一
日
も
早
く
、
仲
な
ほ
り
し
た
か

っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
っ
た
。

喧
嘩
と
仲
直
り
は
、
確
か
に
い
つ
の
時
代
に
も
あ
る
こ
と
だ
が
、
「
な
か
な
ほ
り
」
は
、
中
々
難
し
い
。

「
楠
組
」
は
、
そ
れ
を
一
つ
乗
り
越

え
た
と
い
う
こ
と
か
。

ム

/'¥ 

「
学
校
」
外
で
の
出
来
事

「
け
ん
く
わ
」
（
楠
組
、
ー
・

s、
男
子
）

は
、
他
の
小
学
校
生
と
の
喧
嘩
が
内
容
。

学
校
で
昇
君
が

「
き
の
ふ
な
ぐ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と
い
っ
た
の
で
、
僕
が
「
だ
れ
に
な
ぐ
ら
れ
た
の
」
と
聞
い
た
ら
「
い
な
か
っ
ぺ
え

だ
よ
」
と
い
っ
た
。

僕
も
一
度
代
々
木
の
原
で
い
な
か
っ
ぺ
え
み
た
い
な
の
に
、
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
が
思
ひ
だ
さ
れ
た
の
で
、
昇
君
に
「
や
っ
つ
け
ち
ゃ

お
う
か
」
と
い
っ
た
ら
、
昇
君
が
「
や
っ
つ
け
て
く
れ
」
一
言
っ
た
の
で
、
僕
と
川
本
君
と
許
君
で
す
け
だ
ち
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
中
略
）
途
中
ま
で
行
く
と
、

小
さ
い
子
供
が
僕
た
ち
を
見
て
向
ふ
の
方
へ
に
げ
て
し
ま
っ
た
。
見
て
ゐ
る
と
、

そ
れ
が
僕
た
ち
ぐ
ら

ゐ
の
や
つ
に
な
に
や
ら
い
ふ
と
、
今
聞
い
た
や
つ
が
又
外
の
や
つ
に
、
何
と
か
言
ふ
と
、

そ
い
つ
は
自
転
車
に
乗
っ
て
ど
こ
か
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
。
許
君
た
ち
は
「
あ
の
ち
っ
こ
い
の
ス
パ
イ
だ
な
」
と
、

い
っ
て
ゐ
た
。

（
中
略
）
川
本
君
た
ち
は
敵
と
に
ら
み
あ
い
を
し
て
ゐ
る
や
う
だ
。
「
ど
う
し
た
い
」
と
声
を
か
け
た
時
敵
が
せ
め
て
き
た
の
で
坂
の
下

ま
で
退
却
し
た
。
其
時
ま
た
横
か
ら
敵
が
せ
め
て
き
た
の
が
僕
た
ち
は
そ
れ
を
横
道
ま
で
せ
め
こ
ん
だ
。
す
る
と
敵
は
石
を
も
っ
て
、
な

げ
よ
う
と
す
る
の
で
、
あ
ぶ
な
い
か
ら
、
棒
を
と
り
な
が
ら
坂
の
真
中
ま
で
退
却
し
た
。
す
る
と
敵
の
や
つ
が
「
棒
な
ん
か
も
っ
て
ひ
き
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ゃ
う
だ
ぞ
」
と
い
っ
た
の
で
僕
た
ち
は
「
石
す
て
れ
ば
棒
す
て
て
や
ら
あ
」
と
い
っ
た
。
敵
は
「
石
す
て
て
や
ら
あ
」
と
い
っ
た
の
で
、

僕
た
ち
は
棒
を
ど
ぶ
の
中
に
す
て
た
。
す
る
と
い
き
な
り
石
を
投
げ
出
し
た
。

ひ
き
や
う
な
や
つ
だ
な
と
思
っ
た
の
で
、
僕
た
ち
は
石
の

あ
る
と
こ
ろ
ま
で
し
り
ぞ
い
た
。

そ
し
て
こ
っ
ち
も
石
を
な
げ
た
。
僕
は
「
ょ
う
し
」
と
思
つ
て
な
げ
る
の
だ
が
あ
た
ら
な
い
。
敵
は
外

の
人
が
居
よ
う
と
居
な
い
と
に
か
ま
は
な
い
で
、
な
げ
る
が
こ
っ
ち
は
投
げ
な
か
っ
た
。

「
僕
た
ち
」

は
、
き
れ
い
な
戦
い
ぶ
り
を
み
せ
て
い
た
が
、
「
ど
ん
／
＼
投
げ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
ど
っ
か
に
逃
げ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い

ぅ
。
「
僕
た
ち
」

の
勝
ち
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
違
う
小
学
校
に
通
う
も
の
と
の
誇
い
、

こ
れ
も
よ
く
あ
っ
た
出
来
事
。
こ
の
文
集
が
記

録
し
た
も
の
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。

児
童
文
集
『
む
さ
し
野
』
第
四
輯
は
、
昭
和
十
五
年
三
月
十
二
日
の
発
行
日
付
で
あ
り
、
こ
の
時
期
、
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
の

「
支
那
事

変
」
に
端
を
発
し
、
日
本
軍
が
中
国
大
陸
へ
の
怒
濃
の
展
開
を
見
せ
て
い
た
戦
時
下
を
背
景
と
す
る
。

確
か
に
、
九
四
作
品
中
戦
時
下
を
内
容
と
す
る
一
九
の
作
品
が
あ
り
、
そ
の
割
合
は
一
一
割
に
及
ぶ
が
、
身
内
の
入
営
・
出
征
は
な
く
、
飼
い

犬
が
軍
犬
と
し
て
出
征
す
る
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
九
四
作
品
に
は
、

一
人
の
従
兄
弟
の
外
に
は
、

父
や
兄
と
い
っ
た
肉
親
が
軍
隊
に
い
る
と
の
表
現
は
な
い
。

因
み
に
、
第
一
輯
（
昭
和
十
一
年
度
）

で
は
、

九
五
作
品
が
収
録
さ
れ
、
時
局
柄
の
用
語
表
現
を
も
っ
表
題
は

「
二
・
二
六
事
件
」

の

作

品
の
み
。

第
二
輯
（
昭
和
十
二
年
度
）

で
は
、
六
九
作
品
中
、
次
の
五
作
品
の
表
題
に
見
ら
れ
る
。
「
桜
井
少
将
の
話
」
「
海
戦
遊
戯
」
「
友
達
の
兄
さ
ん

の
出
征
」
「
九
一
式
戦
闘
機
模
型
製
作
」
「
旅
順
見
学
」
。
「
桜
井
少
将
」

は
、
学
園
の
父
兄
で
あ
り
、
「
旅
順
見
学
」

lま

「
新
京
の
お
父
様
」

の

所
へ
行
く
途
中
に
見
学
し
た
も
の
。



第
三
輯
（
昭
和
十
三
年
度
）
で
は
、
一
四
三
作
品
中
九
作
品
。
「
防
空
演
習
」
が
二
作
品
。
詩
「
ぼ
う
く
う
え
ん
し
ゅ
う
」
が
一
作
品
。
「
兵

た
い
さ
ん
」
「
兵
隊
さ
ん
」
、
「
お
父
さ
ん
の
し
ゆ
っ
せ
い
」
「
先
生
の
出
征
」
、
「
ゐ
も
ん
ぶ
く
ろ
」
、
「
兵
隊
ご
っ
こ
」
。

で
は
九
四
作
品
中
一
九
作
品
と
な
り
、
年
度
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一
言
う
ま
で
も
な

第
四
輯
（
昭
和
十
四
年
度
）

く
、
戦
時
下
の
展
開
に
沿
っ
て
増
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

品
に
見
ら
れ
る
の
は
「
強
行
軍
」

『
む
さ
し
野
』
第
四
輯
は
、
戦
時
下
に
あ
り
な
が
ら
、
戦
時
下
を
児
童
に
強
い
て
は
い
な
い
。
成
城
小
学
校
に
お
け
る
戦
時
下
の
教
育
が
作

の
み
で
あ
り
、
当
時
、
尋
常
小
学
校
の
児
童
に
要
請
さ
れ
て
い
た
神
社
へ
の
武
運
長
久
へ
の
参
拝
や
兵
土
の

入
営
・
出
征
見
送
り
と
い
っ
た
作
品
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
尋
常
小
学
校
が
地
域
に
根
ざ
し
た
集
団
で
あ
り
、
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
組
織
と

し
て
大
人
た
ち
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
ま
だ
私
学
ゆ
え
の

「
学
校
ら
し
さ
」
が
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

p
qノ
。

『
む
さ
し
野
』
第
四
輯
は
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
、
時
局
柄
に
沿
う
た
め
に
児
童
の
心
情
が
飾
ら
れ
た
り
、
隠
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
等

身
大
の
内
容
を
持
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
児
童
文
集
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

。
． 

－ ． 
七

（
付
記
）
成
城
学
園
教
育
研
究
所
に
お
か
れ
て
は
、
「
む
さ
し
野
」
を
は
じ
め
、
『
成
城
学
園
五
十
年
史
』
『
成
城
学
園
父
兄
名
簿
』
の
閲
覧
を

ご
許
可
下
さ
っ
た
。
記
し
て
謝
し
た
い
。

成
城
小
学
校
『
児
童
文
集

む
さ
し
野
』
第
四
輯
に
つ
い
て

0 
五


